
 

１ 学 年 高等学校 第２学年 

２ 単元名（題材名） 枕草子（「暁に帰らむ人は」・「男こそ，なほ，いとありがたく」） 

３ 単元目標 

○ 筆者の感受性，観察力，機知を的確に読み取り，生活や人生について考えようとして 

いる。 

○ 作品に表れた筆者の感受性・観察力・機知を的確に読み取り，生活や人物について考 

える。 

○ 心情や状態を表す古語の意味を理解する。 
 

４ 評価の観点・規準 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

作品に表れた筆者の感受性，

観察力，機知を的確に読み取

り，生活や人生について考えよ

うとしている。 

作品に表れた筆者の感受性，

観察力，機知を的確に読み取り，

生活や人生について考えること

ができる。 

心情や状態を表す古語の意味

を理解することができる。 

 

 授業展開例（古典講読）



 

５ 指導と評価の計画（全５時間）  

 学習活動 関 読 知 評価規準 評価方法 

第１次 「暁に帰らむ人は」 

・全文を音読する。 

・第１・２段落を通釈する。

 

 

・第３段落を通釈し，第３

段落の内容を第２段落と

比較して的確に把握す

る。 

・男女間の風流や，望まし

い人間関係について考え

る。 

  

 

◎

 

○ 

 

 

・意味調べを基に通

釈ができる。 

 

文章の内容を踏ま

え，風流や人間関係

について自分の考え

を持つことができ

る。 

 

 

発表 

 

 

ワークシート

 

第２次 「男こそなほいとありがた

く」 

 

・全文を音読する。 

・第１・２段落を主題に注意

して通釈する。 

・様々な男についての筆者の

主張を整理する。 

 

・第３段落の文構造を整理し

て通釈する。 

 

・筆者の目から見た内容・表

現をとらえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

・意味調べをもとに通

釈ができる。 

 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート

第３次 まとめ  【本時】 

・現代に通じるテーマとして，

相手の心配りについて考え

る。 

・普遍的テーマとして，男女

間の心情の機微について考

える。 

 

◎

 

 

◎

   

作品の読み取りを通

して，生活や人生に

ついて考え，表現す

ることができる。 

 

プリント 

発表 

 

 



 

６ 本時の展開 

（１）本時の目標 

     ・現代に通じるテーマとして，相手の心配りについて考えることができる。 

   ・時代を超えたテーマとして，男女間の心情の機微について考えることができる。 

（２）観点別評価規準 

○自分が受けた感銘・感動を他者に理解してもらえるように表現する意欲や態度をもっている。

（関心・意欲・態度） 

   【普遍的視点】 

○自己表現 自分が受けた感銘・感動を他者に理解してもらえるように表現する態度・能力を育てる。 

○他者理解 自分と異なる視点・感受性に対する共感を深め，理解しようとする態度を育てる。 

（３）準備物 

       プリントＣ，Ｄ 

（４）学習の展開 

 
学習内容 指導上の留意点 

評価 

規準 

評価

方法

導

入 

５

分 

１．前時までの復習 

 ・第６３・２６８段の共通点に

ついて答える。 

○いずれも清少納言の人間

への評が述べられていたこ

とを確認する。 

  

展

開

１ 

 

２

０

分 

２．ワークシートＡのまとめプリ

ントＣを読む。 

  ・自分が納得できる意見に◎，

納得のいかないものに？をつ

ける。 

  ・◎？をつけた箇所について発

表する。 

○「暁に…」について様々な

意見があったことを知らせ

る。 

・望ましい男性像について考

えさせる。 

・相手への心配りとはどのよ

うなものかを考えさせる。

観察

展

開

２ 

 

２

０

分 

３．ワークシートＢのまとめプリ

ントＤを読む。 

  ・自分が納得できる意見に◎，

納得のいかないものに？を

つける。 

  ・◎？をつけた箇所について発

表する。 

○「男こそ…」についても同

様に様々な意見・考え方が

あることに気付かせる。 

・男性心理の不可解さについ

て考えさせる。 

・男女間の心情の機微につい

て考えさせる。 

自己の考え

を適切にま

とめ発表す

ることがで

きる。（関

心・意欲・

態度） 

観察

ま

と

め 

５

分 

４．学習活動を通して自分の意見

について振り返る。 

○他人の意見を知ることに

より自己の意見が深まった

り，変化することに気付か

せる。 
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